
３年連続13回目の全国の舞台へ
第17回全国中学生創造ものづくり教育フェア
　　創造アイデアロボットコンテスト全国大会

　

御
船
中
学
校(

吉
見
和
洋
校
長
・

３
９
４
人
）
も
の
づ
く
り
部
の
「
百

花
繚
乱
」
チ
ー
ム
が
12
月
10
日
、
11

日
に
東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔
高
等

学
校
で
開
催
さ
れ
た
、
第
18
回
創
造

ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
九

州
地
区
中
学
生
大
会
の
応
用
部
門
で

見
事
、
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
「
百
花
繚
乱
」
チ
ー
ム
が
出
場
し

た
応
用
部
門
は
、競
技
テ
ー
マ
が「
Ｔ

Ｈ
Ｅ　

綱
引
２
」。
１
対
１
の
対
戦

方
式
で
、
競
技
時
間
１
５
０
秒
の
間

に
、
メ
イ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
と
自
動
制
御

で
動
く
ビ
ッ
ク
リ
ド
ッ
キ
リ
メ
カ
を

使
用
し
、
自
陣
の
エ
リ
ア
に
あ
る
11

本
の
綱
や
棒
を
相
手
よ
り
先
に
引
き

込
む
競
技
。

　

部
長
の
塚
本
博
之
君
（
３
年
）
は
、

「
部
員
一
人
一
人
が
震
災
で
元
気
が

な
か
っ
た
。
で
も
こ
の
ロ
ボ
コ
ン
を

頑
張
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
が
、
御

船
町
が
元
気
に
な
れ
ば
」
と
の
想
い

で
挑
ん
で
い
る
今
大
会
。
全
国
大
会

に
向
け
て
、「（
応
用
部
門
で
は
）
昨

年
、
一
昨
年
の
全
国
大
会
で
、
ベ
ス

ト
16
で
悔
し
涙
を
流
し
た
。
今
年
は

絶
対
優
勝
を
勝
ち
取
り
た
い
で
す
」

と
大
会
へ
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、１
月
21
日
と
22
日
、

東
京
都
江
東
区
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
13
回
目
の
全
国
の
舞

台
に
挑
戦
す
る
「
百
花
繚
乱
」。
ま

た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
と
し
て
、
基
礎

部
門
で「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
・
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
」。

応
用
部
門
で
「
Ｍ
Ｊ
Ｈ
３
１
５
９
」

も
出
場
し
ま
す
。
伝
統
校
の
意
地
を

見
せ
、
４
度
目
の
日
本
一
を
目
指
し

ま
す
。

【
百
花
繚
乱
】

　
　
　
　
※
（　

）
内
は
学
年
。
敬
称
略
。

塚
本　

博ひ
ろ
ゆ
き之
（
３
年
）

氏
原　

奉と
も
ゆ
き文

（
３
年
）

藤
原　

怜れ
お
ん音

（
３
年
）

歌
野　

頌こ
う
だ
い大
（
３
年
）

園
田　

崇た
か
と人
（
２
年
）

【
Ｍ
Ｊ
Ｈ
３
１
５
９
】

宮
田　

祐ゆ
う

介す
け　

（
３
年
）

緒
方　

帆ほ

玖く

翔と

（
３
年
）

槌
田　

怜れ

威い　

（
３
年
）

藤
田　

薫か
お
る

　
　

（
３
年
）

増
本　

拓た
く

斗と　

（
３
年
）

【
Ｒ
Ｅ
Ｄ
・
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
】

藤
井　

裕ゆ
う

輝き

（
１
年
）

高
橋　

太た

朗ろ
う

（
１
年
）

岩
本　

真ま
さ

輝き

（
１
年
）

全国大会
への決意
を語る

九州大会の決勝戦の様子

御
船
高
校
生
と

復
興
へ
の
意
見
交
換
会

御
船
町
震
災
復
興
計
画
方
針
は
、
地
震

の
甚
大
な
被
害
か
ら
復
興
に
向
か
っ

て
、
力
強
く
前
進
し
て
い
く
た
め
の
、
基
本

的
な
考
え
方
を
示
す
も
の
で
す
。

　

そ
の
復
興
計
画
策
定
に
向
け
て
、
若
者
の

ア
イ
デ
ア
を
を
取
り
入
れ
よ
う
と
御
船
高
校

生
と
の
意
見
交
換
会
が
同
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

生
徒
会
執
行
部
の
18
人
が
参
加
、
４
つ
の

班
に
分
か
れ
、
町
職
員
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。「
私
た
ち
が
夢
を
持
っ
て
御
船
町
に
住

み
続
け
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
校
生
の

視
点
で
町
の
強
み
、
弱
み
の
洗
い
出
し
、
強

み
を
活
か
し
た
取
り
組
み
、 

弱
み
を
改
善
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
考
え
ま
し
た
。

未
来
の
御
船
町
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
生
徒
た
ち
か
ら
「
御
船
町
の

自
然
の
写
真
や
動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
Ｐ
Ｒ

し
て
、
人
を
呼
び
込
む
」「
こ
れ
か
ら
御

船
に
移
住
す
る
人
に
、
補
助
や
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
る
」
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

　

生
徒
会
長
の
松
井
康
朗
さ
ん
（
２
年
）

は
、「
自
分
た
ち
の
声
が
町
に
届
け
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
何
事
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
必
要
と
な

る
中
、
同
時
に
、
今
の
若
者
の
力
が
必
然

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
御
船
に
ず
っ
と
住

み
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
本
当
の
復
興

に
向
け
て
、
今
走
り
出
し
た
ば
か
り
で
す
。

みふねまちが
　大好きだから
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